
施 政 方 針
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
こ

と
や
各
地
域
の
課
題
、
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

に
意
見
、
要
望
を
頂
き
、
活
発
な

議
論
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ

　

国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
推

進
を
政
策
の
大
き
な
柱
と
し
、
地

方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
進

め
、
都
市
の
活
力
と
地
方
の
ゆ
と

り
の
両
方
を
享
受
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
現
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
本
市
と
し
て
も
、
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
一
日
も
早
く
成

し
遂
げ
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
災

害
前
よ
り
も
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
創
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
区
に
挑
戦
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
構
築
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
防
災
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、

水
の
手
橋
に
水
位
セ
ン
サ
ー
と
連

動
し
た
変
色
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
有
事
に
は
防
災
、
平

時
に
は
観
光
と
し
て
の
活
用
を
図

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
さ

ら
な
る
活
用
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
を
18
歳
ま
で

無
償
に

　

子
育
て
支
援
関
係
で
す
が
、
子

ど
も
の
育
成
に
相
当
な
経
費
が
か

か
る
現
代
の
子
育
て
世
帯
の
支
援

に
は
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
て
、
本
市
の
取
り
組
み
も
一

部
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。中
で
も
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
は
、
以
前

か
ら
拡
充
を
望
む
声
を
多
く
頂
い

て
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
慎
重
に
検

地
球
の
た
め
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質

排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

　

環
境
関
係
で
す
が
、
国
、
県

の
動
き
を
受
け
、
昨
年
３
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質

令和４年３月に完成し、同年５月から供用開始した新市庁舎

ひとよし未来カフェでは松岡市長から市政報告と意見交換を実施

主
な
事
業
の

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況

３新
市
庁
舎
の
完
成
で

新
た
な
一
歩
踏
み
出
す

　

市
庁
舎
関
係
で
す
が
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
発
災
以
降
、
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
な
ど
数
カ
所
に
市

役
所
機
能
を
分
散
し
て
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
市
庁
舎
建

設
途
中
の
令
和
２
年
７
月
に
は
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
尽
力
に
よ
り
予
定
ど

お
り
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
丈
夫
な
庁
舎
と
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

新
市
庁
舎
周
辺
の
整
備
に
関
し

て
は
、
現
在
、
市
庁
舎
別
館
の
改

修
を
進
め
て
い
て
、
今
年
の
５
月

に
は
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
移
転

を
予
定
。
市
役
所
機
能
の
一
元
化

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

復
興
計
画
は
総
合
計
画
に
１
本
化

　

総
合
計
画
、
復
興
計
画
関
係
で

す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
人
吉
市
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
本
市
の
各
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
計
画
初
年
度
の

７
月
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
平

時
の
計
画
の
遂
行
が
困
難
と
な

り
、
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
施

策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
３
月
に

人
吉
市
復
興
計
画
を
策
定
し
、
さ

ら
に
同
年
10
月
、
復
興
施
策
の
具

体
的
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
人
吉
市

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の
実
現

に
全
市
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
は
令
和
５
年

度
に
前
期
基
本
計
画
の
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
復
興
計
画
も
総
合
計

画
と
同
じ
く
終
期
が
令
和
５
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
は
復
興
計
画
を
包
含

し
、
総
合
計
画
の
中
で
市
の
各
施

策
と
復
興
関
連
施
策
の
融
合
・
両

立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
の

維
持
に
向
け
て

　

公
共
交
通
関
係
で
す
が
、
本
市

の
交
通
政
策
の
基
本
計
画
と
な

る
「
人
吉
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
は
、
人
吉
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
令
和
４
年
度
内

の
策
定
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
教

育
、
福
祉
な
ど
の
関
連
計
画
と
の

整
合
を
図
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
都
市
の
実
現
、
希
望
あ
る
復

興
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
持
続

的
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
た
地
域
公
共
交
通
の
構
築
を
地

域
一
丸
と
な
り
目
指
し
ま
す
。

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ラ
イ
ン
を

運
用
開
始

　

豪
雨
災
害
を
受
け
、
改
め
て
そ

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
行
政
か

ら
の
情
報
発
信
で
す
が
、
災
害
情

報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
迅
速
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
伝
え
す
る
た
め
、
発
災
直
後

の
令
和
２
年
７
月
６
日
か
ら
、
市

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
６
月

に
は
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
す

る
な
ど
、
緊
急
時
の
防
災
情
報
に

加
え
、
通
常
の
市
政
情
報
な
ど
に

つ
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま

へ
確
実
に
伝
え
る
た
め
の
仕
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

地
域
座
談
会
「
ひ
と
よ
し
未
来

カ
フ
ェ
」
を
再
開

　

広
聴
関
係
で
す
が
、
地
域
座
談

会
「
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
」
は

コ
ロ
ナ
禍
と
豪
雨
災
害
の
影
響
で

休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
が

一
定
の
落
ち
着
き
を
見
せ
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
10
月
か
ら
再
開
し
町

内
会
や
各
団
体
の
皆
さ
ま
に
参
↖

組
織
別復

興
政
策
部
関
連

組
織
別

市
民
部
関
連

組
織
別健

康
福
祉
部
関
連

排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
地
球
環

境
に
貢
献
す
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
第
一

歩
と
し
て
、
同
じ
く
昨
年
３
月
、

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
本
市
と
の

間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
蓄
電
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、

施
設
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
で
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

組
織
別

総
務
部
関
連

討
を
重
ね
、
段
階
的
に
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
代

社
会
の
情
勢
な
ど
も
踏
ま
え
、
さ

ら
に
は
県
内
各
市
、
近
隣
町
村
と

の
格
差
を
な
く
す
た
め
に
も
、
制

度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
回
、

無
償
化
の
対
象
と
な
る
児
童
の
年

齢
を
、
現
行
の
「
15
歳
ま
で
」
か

ら
「
18
歳
ま
で
」
に
引
き
上
げ
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
適

切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

球磨川の氾濫危険度を知らせるライティング防災アラートシステム

18歳までの子ども医療費無償化は今年7月に開始

ゼロカーボンシティ宣言で二酸化炭素の排出量ゼロを目指す
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